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業績予想と配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成28 年５月13 日に公表した業績予想を下記の通り修正致しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

平成29 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正(平成28 年４月１日～平成28 年９月30 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 利 益 
1 株 当 たり四 半 期 純 利 益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

4,900

百万円

△10

百万円

7

百万円 

30 

円 銭

1.64

今回修正予想（Ｂ） 4,768 △37 △13 2 0.09

増減額（Ｂ－Ａ） △132 △27 △20 △28 

増減率（％） △2.7 － － △93.3 

(ご参 考 )前 期 第 ２四 半 期 実 績 

(平 成 28 年 ３月 期 第 ２四 半 期 ) 
4,885 18 47 8 0.46

 

平成29 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成28 年４月１日～平成29 年３月31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
1 株 当 た り 当 期 純 利 益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

10,250

百万円

210

百万円

250

百万円 

205 

円 銭

11.24

今回修正予想（Ｂ） 10,100 60 115 70 3.84

増減額（Ｂ－Ａ） △150 △150 △135 △135 

増減率（％） △1.5 △71.4 △54.0 △65.9 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ) 
10,061 135 182 64 3.49

 

連結業績予想の修正理由 

（１） 第２四半期 

 切削機具事業において、国内市場が低調に推移したこと及び円高による海外子会社の数値の目減り等で売上高、営業利益ともに予想を下回り、

特殊工事事業においても連結子会社の売上は予想を上回ったものの当社の売上が耐震工事を中心に低調に推移したため、連結で売上高は、前回

予想を下回りました。また、販売費及び一般管理費も人件費を中心に増加したため、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が

前回予想を下回る見込となりました。 

（２） 通期 

 通期についても、円高、個人消費の伸び悩み等により景気減速の懸念が増してきており、第２四半期同様、売上高、営業利益、経常利益、親会社

株主に帰属する当期純利益が前回予想を下回る見込となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成29 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正(平成28 年４月１日～平成28 年９月30 日) 

 売上高 経常利益 四 半 期 純 利 益 1 株 当 たり四 半 期 純 利 益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

3,920

百万円

50

百万円 

90 

円 銭

4.93

今回修正予想（Ｂ） 3,774 △39 △3 △0.17

増減額（Ｂ－Ａ） △146 △89 △93 

増減率（％） △3.7 － － 

(ご参 考 )前 期 第 ２四 半 期 実 績 

(平 成 28 年 ３月 期 第 ２四 半 期 ) 
3,938 72 34 1.85

 

平成29 年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成28 年４月１日～平成29 年３月31 日) 

 売上高 経常利益 当 期 純 利 益 1 株 当 た り 当 期 純 利 益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

8,130

百万円

170

百万円 

160 

円 銭

8.77

今回修正予想（Ｂ） 8,000 30 28 1.54

増減額（Ｂ－Ａ） △130 △140 △132 

増減率（％） △1.6 △82.4 △82.5 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ) 
8,014 169 △19 △1.03

 

個別業績予想の修正理由 

（１） 第２四半期 

 特殊工事事業において、学校耐震工事の減少等、公共事業の減速により、受注が伸びなかったこと、切削機具事業においては、特注機を中心とし

た切削関連機具の売上が低調に推移したことから、売上高は、前回予想を下回る見込となりました。また、人件費を中心とする販売費及び一般管理

費の増加により、経常利益、四半期純利益も前回予想を下回る見込となりました。 

（２） 通期 

通期についても、個人消費の伸び悩み等により景気減速の懸念が増してきており、第２四半期同様、売上高、経常利益、当期純利益が前回予想

を下回る見込となりました。 

 

 

２． 配当予想の修正について 

配当予想の修正内容 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期 末 年 間 

前回予想 

（平成28 年５月13 日発表） 

円 銭

0.00

円 銭 

3.50 

円 銭

3.50

今回修正予想 0.00 3.00 3.00

当 期 実 績 ―――――――――― ―――――――――― ―――――――――― 

（ご参考）前期実績 

（平成28 年３月期） 
0.00 3.00 3.00

 

配当予想の修正理由 

 当社は安定配当を最重要課題として位置付けており、企業体質の強化を図りながら業績に応じた適正なる成果の配分を行うことを基本方針として

おり、これまでは、期末配当予想を１株当たり 3.5 円としておりました。 

しかしながら、誠に遺憾ではありますが、平成 29 年３月期の期末配当予想につきましては、上記業績見込を勘案し、１株当たり３円とさせていた

だく予定です。 

 

 

 

※本資料に記載されている業績予想、配当予想につきましては、公表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績、

配当金額は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

 
以 上 


